
１３ Ａ案  

 

教材名：アサギマダラからのおくり物 

主題名：自然との触れあい 内容項目：Ｄ（20）自然愛護 

１ ねらい  自然の偉大さを感じ、自然を大切にしようとする実践意欲と態度を養う。 

 

２ 授業展開例（ゲストティーチャーをＧＴと示す） 

学習活動（主な発問と予想される児童の反応） 

◇ 映像資料を見ながら、アサギマダラについて感想を出し合う。  

 ① このちょうを知っていますか。 

・アサギマダラっていう名前なんだ ・模様がきれいだな ・見たことないよ 

 

◇ 教材を読んで話し合う。 

② 油性ペンでアサギマダラの羽に自分の名前や場所を書いているときの｢ぼく｣は、 

どんな気持ちでしょう。 

   ・すごく長い距離を飛んできたんだ 小さな体ですごいな 

   ・傷つけないように、ゆっくり書こう 

   ・次はどこへ飛んでいくのかな 頑張ってほしいな 

 

③ そっとアサギマダラを放すときの｢ぼく｣は、どんな気持ちでしょう。 

   ・元気でね 次の場所まで頑張って飛び続けてね 

   ・また、ここへ戻ってきたら会いたいな 

 

 ④ いつまでもアサギマダラに会えるようにするために、ぼくたちにできることには 

どんなことがあるでしょう。 

     ・ごみを出さないようにして、きれいな自然を守ること 

   ・自然を大切にして、いつまでもアサギマダラに会える環境にしていくこと 

・アサギマダラについて、いろんな人に知ってもらうこと 

  

◇ 教師（またはＧＴ）の話を聞く。 

 

◇ 自分との関わりで考える。 

 ⑤ 「私たちの道徳」（Ｐ１１１）を読み、自然を守るために私たちができることを

書きましょう。 

・どこにでもゴミを捨てないようにしたい 

・クリーン運動のようなイベントに参加する   ・花や木を植えるといい 

３ 指導上の留意点及び工夫 

・①の後、「今日は、このアサギマダラを守る活動に参加している男の子の話です」 

と働きかけ、男の子に共感しながら聞くようにする。 

   ・教材を読み聞かせる際には、地図を提示し、アサギマダラの移動距離の長さを実感 

できるようにする。 

   ・教師の説話では、自然保護に関わった体験を伝えることで、⑤で、児童の経験を想 

起しやすくする。または、環境保全や自然愛護に関わっている方をＧＴとして招き、 

実際の活動の様子について伝えてもらうことも考えられる。 

 

４ 参考資料 

・映像資料集（小学校高学年）「１３ アサギマダラからのおくり物」 



１３ Ｂ案  

 

教材名：アサギマダラからのおくり物              

主題名：自然との触れあい 内容項目：Ｄ（20）自然愛護 

１ ねらい  自然の偉大さを感じ、自然を大切にしようとする心情を養う。 

 

２ 授業展開例 

学習活動（主な発問と予想される児童の反応） 

◇ 自然と触れ合った体験とその時の気持ちを想起させる。 

 ① 自然と触れ合う体験をした時、どんな気持ちでしたか。 

・山でキャンプをして星がとてもきれいだった時、すがすがしい気持ちになった 

   ・宿泊体験学習で磯の観察をして、たくさんの生き物を見つけた 命を大切にし

ないといけないと思った 

     ・川に入ってきれいな水に触れた時に、自然っていいなと思った 

 

◇ 映像資料を見せ、教材を読んで話し合う。 

② 映像資料や教材から、どんなところが心に残りましたか。 

   ・こんなに小さなチョウがすごく長い距離を飛んで移動するのがすごい 

・なぜ遠くまで移動するのか不思議に思った 

・遠く離れた鹿児島の小学生と宝達小の人がつながっているのが素敵だと思った 

 

 ③「アサギマダラを守りたい」と思ったのはどうしてでしょう。 

   ・アサギマダラに出会えることを楽しみにしていたから 

・１０００キロメートル以上も移動する、すごいチョウがいつまでも宝達山にい

てほしいから 

・アサギマダラのもっているたくさんの不思議を解明したいから 

・遠くの小学校の人とのつながりをつくってくれたチョウだから 

・アサギマダラが自然や生き物にふれる楽しさを教えてくれたから 

  

◇ 自分との関わりで考える。 

 ④ 生き物や自然に心を動かされたことはありますか。 

   ・アサギマダラみたいに、遠くまで移動する渡り鳥がいるよ 

   ・カエルは、体の色を変えるからすごく不思議だ 

   ・満天の星空を見た時、宇宙はどこまで続いているのだろうと思った 

  

⑤ 今日の授業で感じたことや考えたことを書きましょう。 

   ・生き物や自然はすごいと、改めて感じた 

   ・生き物や自然を守るために、どんなことができるか考えていきたい 

３ 指導上の留意点及び工夫 

   ・教材を読み聞かせる際には、地図を提示し、アサギマダラの移動距離の長さを実感 

できるようにする。 

   ・④では、導入時で出した自然との触れ合いとつなげて考えるように働きかけること 

もできる。 

 

４ 参考資料 

・映像資料集（小学校高学年）「１３ アサギマダラからのおくり物」 


